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第 2 章　新堤地区
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æ �³ 　燃焼部北側壁から焚口に続く壁は北側に開き、燃焼部南側壁から焚口で開く壁はやや南側に外

傾して前庭部へ続いている。前庭部は、焚口付近では南北 2.2m・東西 2.0m のほぼ方形、その西側斜面では径 2.0m

の不整円形である。接続部分に連続性は認められないが、土層の堆積状況から一連の施設と考えられる。床面に凹

凸は認められず、西側に向かって緩やかに傾斜している。
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Ú �³ 　大別７層、細別 18 層を確認した。大別 1 層：流入堆積層。大別 2 層：灰白色火山灰層。流入

堆積層。大別 3 層：瓦類を極めて多量に混入する。焼成部の天井材・壁材を多量に含む層（以下、本章ではこの種

の層位を窯体崩落層と称する）。大別 4 層：流入堆積層。大別 5 層：燃焼部の天井材を多量に含む窯体崩落層。大
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